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研究成果の概要： 
本研究の課題は、近世における家族の成立過程に関する仮説、中世的世帯からの労働の場と奉

公人の分離という仮説、を一般的な形で検証することにあった。この仮説は、本研究に先立つ

研究課題において、サウサンプトン市の世帯に関して実証し、学位論文となったものである。

本研究では第一にサウサンプトン市とそれを取り巻く地域との関連で、第二に他の都市や農村

に関しても実証することが目的であった。第一の目的に関しては、著書の形で成果を得たが第

二の目的に関しては、とりわけ農村に関する考察が困難でいくつかの論文やセミナーを通じて

農村の奉公人の位置づけに関して、先行研究の根本的再検討が必要であることが判明し、次の

研究課題の中心的考察対象となった。 
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１．研究開始当初の背景 
本研究の課題は、近世における家族の成立過

程に関する仮説、「中世的世帯からの労働の

場と奉公人が分離することによって、近世に

家族が成立した」という仮説を一般的な形で

検証することにあった。この仮説は、本研究

に先立つ研究課題「１７世紀イギリスにおけ

る世帯の機能と構造の転換――サウサンプ

トン市に関する実証研究」において、サウサ

ンプトン市の世帯に関して実証し、学位論文

となったものである。 
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２．研究の目的 
本研究の目的は大別して二つあった。 
第一は、サウサンプトン市とそれを取り巻く

地域との関連で、上記仮説を検証することで

あった。第二は、他の都市や農村に関しても

上記仮説を検証することであった。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
第一の目的に関しては、サウサンプトン市の

経済構造の変化を見るため、遺産目録を使う

ほか、サウサンプトン市周辺の地域の階層構

成の変化を見るため、炉税などの課税記録を

用いるなど、いずれも既にイギリスで確立さ

れた方法を適用することを試みた。第二の目

的に関しては、都市や農村の住民台帳をデー

タベース化するほか、近年新たな多様な利用

方法が開始さている教区簿冊などのデータ

ベース化をしたが、研究成果にはその一部が

利用されるに留まった。 
 
 
４．研究成果 
 
 

上記の第一の目的に関しては、著書の形で

成果を得たが第二の目的に関しては、とりわ

け農村に関する考察が困難でいくつかの論

文やセミナーを通じて農村の奉公人の位置

づけに関して、先行研究の根本的再検討が必

要であることが判明し、本研究に続く研究課

題「近世イギリス農村における賃銀労働者家

族の形成―教区簿冊分析を基礎としてー」の

中心的考察対象とすることになった。 
 第一の目的の研究成果は具体的には次の
通りである。 

家族にとって最も決定的な変化、すなわち

それまで世帯の内部に包摂されていた単位

であった家族が独立した単位となるという

意味において、家族の誕生ともいえるような

変化が近世に見出された。 
もちろん、近世初頭までの中世以来の世帯

の中にも家族がまったく存在しない訳では

なかった。研究史上、中世以来のイギリスの

世帯は｢小規模・単純｣世帯と称されるように、

通常一つの世帯には一つの核家族しか含ま

れていないことが一般的だった。しかしその

世帯の内部には、家族とほとんど区別されな

い奉公人が含まれており、そうした奉公人と

家族からなる世帯は、家庭生活を共にするだ

けでなく独立したひとつの労働の単位を構

成していたのである。 
本研究の中で明らかになった世帯の変化

というのは、こうした世帯において家族から

奉公人が分離するととともに労働の場と家

庭が分離するという二つの分離によって家

族が独立の単位となる過程であった。具体的

には、近世末の時点で二つの分離の結果すで

に家族が独立の単位となっていること、さら

に、本研究では、それが近世に分離したもの

であり、中世以来のものではないことを見て

きたわけである。かくして、最初の家族とも

いえる近世家族は、世帯内に奉公人が含まれ

ることがありまた複数の家族員が労働に従

事しており男性家族賃金という形態はとら

ないという点において近代家族と異なるも

のの、そうした奉公人と家族が分離されてお

りまた家庭が労働の単位とは分離されてい

るという点において近代家族と共通性を持

つものであったことが明らかになった。 
こうした近世家族の形成は、決して「魔法

瓶の中」で行われた訳ではなく、近世サウサ

ンプトン市の社会的文脈の中で行われたも

のである。その社会的文脈も本研究の中では

扱われており、家族を取り巻くサウサンプト

ン市の地域社会の変化を見たものである。そ

れはまた、本研究に先立って研究代表者が発

表してきた研究史的考察からの結論を裏付



 

 

けることも意味していた。 
さらに本研究に先立つもう一つの疑問と

して、「なぜ、英米の研究史においてはこう

した家族の近世の変化が問題にされてこな

かったのか」という問題があった。この疑問

を研究史的に扱うことも、本研究の結果可能

になった。英米における家族史の研究史にお

いては、その出発点における関心に規定され

産 業 革 命期 以 前の 社会 は 「世 帯 経済

(household economy)」と呼ばれる枠組み、

すなわち家族ではなく独立の生産単位であ

る世帯の集合体として構成される社会を前

提として研究が進められ、はなばなしく展開

された論争もあくまでもその枠組みを前提

とするものであった。そうした明確な枠組み

の存在によって、たしかに家族史は一つの確

固たるディシプリンとして確立され、社会経

済史における独自の分野として制度化され

ることになったものの、その一方で世帯の外

部の地域社会の変化や世帯内部における家

族の変化が等閑視されることになり、時に家

族史というより世帯史ともいうべき様相を

呈することがあったことは否定できなかっ

た。 
このように見ることができるとすると、２

１世紀への転換期からの同時代的論争にお

いてトッドらによって批判されている命題、

すなわち、「英米と日本などの家族のあいだ

にある現在の相違は収斂する」という命題は

支持されるべきであることがわかる。トッド

らの説は、イギリス近世に家族の歴史的変化

が見られず、あくまでも現代の英米と日本な

どの相違は通歴史的な文化的な原因に求め

られるということを不可欠の前提としてい

るからである。 
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